
 

 

授業目的 
周産期にある対象の身体的・心理社会的特徴をふまえ、母子とその家族のウェ

ルネスに向けた支援を行うために必要な援助技術を習得する。 

授業概要 

母性看護概論および母性看護学Ⅰの学びを基に、周産期の母子への支援を行う

ために必要な看護技術を習得する。妊婦・産婦・褥婦・新生児の生理的変化への

適応促進と健康上の問題解決のために必要な看護援助技術のエビデンスを理解

し、演習を通して 技術を習得する。 

授業内容 

第 1・2回 

 

 

第 3・4回     

 

 

 

第 5・6回 

 

 

 

第 7・8回 

 

 

 

第 9・10回 

 

 

第 11・12回 

 

 

 

第 13・14回 

 

 

第 15回 

 

ガイダンス、母性看護学における看護過程とは、分娩進行と看護 

＜課題：産褥期看護過程①＞ 

 

アセスメントの振り返り、妊婦期の看護技術（レオポルド触診法、

腹囲・子宮底の測定方法） 

＜課題：産褥期の看護過程②＞ 

 

【演習】腹囲・子宮底の測定、授乳の援助、子宮復古の観察 

【自己学習】看護過程の展開 

＜課題：演習レポート＞ 

 

アセスメントの振り返り、妊娠期の看護技術（分娩監視装置の装着

と NST） 

＜課題：新生児期の看護過程①＞ 

 

アセスメントの振り返り、新生児期の看護技術 

＜課題：産褥期の看護過程③④、新生児期の看護過程②＞ 

 

【演習】新生児の清潔の援助、早期新生児の観察 

【自己学習】看護過程の展開 

＜課題：演習レポート＞ 

 

【グループ学習】沐浴指導案の作成 

＜課題：沐浴指導案＞ 

 

アセスメントの振り返り、まとめ 

科目分類 看護専門科目 領域別看護 開講時期 ３年 前期 

授業科目 母性看護学Ⅱ 

選択／必修 必修 単位数（時間数） １単位 ３０時間 授業形態 演習 

担当教員 野々山 未希子 

メールアドレス m-nonoyama@tsuruga-nu.ac.jp オフィスアワー 事前連絡必要 



 

教科書 

参考書等 

教科書： 

・系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学［ 2 ］母性看護学各論 医学書院 

・根拠がわかる母性看護過程: 事例で学ぶウェルネス志向型ケア計画 中村 幸代 

編集 南江堂 ISBN：978-4-524-25513-9 

・看護実践のための根拠がわかる 母性看護技術 第３版 メヂカルフレンド社

ISBN：978-4-8392-1693-1  

参考書： 

・北川真理子・内山和美編 根拠が分かる母性看護技術 メヂカルフレンド社 

・佐世正勝・石村由利子編 ウエルネスから見た母性看護過程＋病態関連図 医

学書院 

成績評価 

基準・方法 

看護過程（48点）、演習態度・レポート（12点）、沐浴指導案（10点）、 

筆記試験（30点）  ＊欠席した授業の課題は評価対象外となる 

履修要件 母性看護学概論・母子保健学・母性看護学Ⅰを履修していること。 

留意事項 

その他 

基礎領域で学習した解剖生理・病態・発達段階とホルモン変化の復習をしてお

くこと。また、各単元の予習・復習を行い、母性看護学の理解を深めること。 

本科目を修得していないと母性看護学実習は履修できません。 

実務経験のある

教員の教育方法 

助産師としての臨床経験を活かして、妊娠・分娩・産褥期の女性と、新生児の

健康や発達について講義を行う。 

 


